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 6 月上旬の梅雨の合間、大分県・九重山

に出かけた。初日は大船山（ 1786ｍ）に登

り、翌日は久住山（ 1787ｍ）に登って帰る

計画である。  

 九重か久住か、ややこしいが 、久住山、

大船山、稲星山、星生山、中岳、三俣山、

白 口 岳 な ど の 連 山 の 総 称 が 九 重 山 群 で あ

って、その主峰が久住山である。ちなみに、

九州には阿蘇、霧島、雲仙など名山が多い

が、この久住山こそ九州の最高峰である。 

 朝 10 時、九州横断道路の長者原に車を

置 い て 登 山 開 始 。 ヘ ル ス セ ン タ ー の 裏 手

から雑木林の中を 緩やかに登る。11 時半、

雨ヶ池。後は、眼下に坊ガツル、正面に平

治岳や大船山を望む広い道を散歩して 12

時、懐かしの法華院温泉に着いた。  

 一 休 み の

後、大船山に

向かう。途中、

平 治 岳 へ の

道 を 左 に 分

け て 雑 木 林

を 抜 け る と

ア セ ビ や ミ ヤ マ キ リ シ マ が 現

れ 始 め る 。 北 大 船 山 の 急 斜 面

を あ え ぎ あ え ぎ 登 り 、 よ う や

く午後 1 時半、段原火口原に

飛び出した。 右手に大船山、

左 手 に 北 大 船 山 の 山 腹 一 面 が

ミ ヤ マ キ リ シ マ の 大 群 生 で あ

る 。 山 一 面 を 埋 め 尽 く す ピ ン

ク の ジ ュ ウ タ ン の 鮮 や か さ に

圧 倒 さ れ る 。 都 会 で は 味 わ え

な い 色 の 饗 宴 。 こ れ が 山 登 り

の功徳というものか。  

 更に火口壁に沿って右に登り、 20 分程

で大船山頂に到着。360 度の展望が楽しめ

るはずが、あいにくのモヤで阿蘇山、祖母

山などが霞んで見えた。  

 今 が 盛 り の ミ ヤ マ キ リ シ マ を 堪 能 し 、

同 じ 経 路 を た ど っ て 法 華 院 温 泉 に 帰 り 着

いたのが午後 4 時。ややヌルめの温泉に

ゆっくり手足を伸ばした。夕食後の食堂、

思 い 思 い に 持 ち 寄 っ た ウ ィ ス キ ー な ど を

な め な が ら 山 談 義 が 始 ま っ た 。 お 互 い 初

対 面 で は あ る が 山 仲 間 同 士 、 話 は 尽 き な

い。やがて誰ともなく歌い出し、おなじみ

の坊ガツル賛歌の大合唱となった。  
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